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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

・類家マサ子様～御家族より退院希望あり、主治医に確認した所「家族の受け入れがよければいい」という事です。ご家族（夫）が日曜日に面会に来るので、本人に会ってご家族が退院させてもいいと判断したら、退院の方向でお願いします。今後の服薬・通院の必要性を説明して下さい。

・清川厚子様～川端Ｄｒより、腹痛の訴えある時は報告し、グリセリン浣腸120Ｌの指示でています。反応便無い時は、シンラック40滴で排便状況みて下さいとの事です。反応便ある時は、シンラックやらなくてもいいとの事です。

・給食委員会より～暑い時期になり食中毒の危険ある為、レストランからの持ち帰り（牛乳等）や持ち込み（キムチ等）は極力控える様にして下さいとの事です。

＜隔離室使用中の患者様について＞

・畑中成夫様～（終日隔離中）深夜帯は、朝まで休む事出来ています。日中帯は、落ち着いて入浴する事できています。又、神についての発言も聞かれていません。

　　　　　　　　退室の時間やコミュニケーションの場を多く設ける。

　　　　　　　　本日の入浴は、衝動行為もなく、ゆっくりできています。危険行為がないことは、本人に伝え評価し、本人にも自覚をもたせるようにしていく。

＜新入院患者様について＞

・成田俊様～本日東Ａ一般に入院。病名：統合失調症。主治医：安ヶ平、PSW高田

ADLはほぼ自立で家族洗濯。

16年の夏頃より集中力の低下、成績が下がりはじめ、部活動での怪我から、気分の落ち込みがみられる。同年１２月より、「友達が自分の事を話す」等の発言きかれる。今年の3月頃より、「ご飯を食べると駄目だ」と幻聴に左右され、拒食が続いていました。又、人前で、食事ができなくなってきている。昨日から2階のベランダから飛び降りるといった自殺企図も見られています。昨日から一睡もしておらず、1日の中で気分の波が激しいとの事です。本人高校では、サッカー部に所属しておりサッカーが好きとの事。性格面は、内向的で無口とのことです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

入院時の様子

・父親に抱きつき「帰りたい」と何度も言う。その一方で、母親には「お母さんは帰ってもいい」と手を振り払うことある。

・不安げな表情目立ち、混乱している様子もみられる。

・昼食には、手をつけようとしない。（水分も補給しない）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

ケアとして

・自殺企図の可能性もあり、所在の確認と、行動の観察

・睡眠・食事摂取の状況の観察

・抗精神薬による副作用の有無

・内向的で不安が強い様子も伺えることから、安心感をもたせるような関わり、本人のペースで、日課や、休息をとっていただくようにしていきましょう。













